
Keyword

20世紀後半の日本において写真家、写真批評家、教育者
として多大な業績を残した大辻清司（1923‐2001）の代表作
「大辻清司実験室」（1975年『アサヒカメラ』通年連載）をとり
あげ、この作品を構成する写真及びテキストの生成過程を検証

し、大辻を取り巻いていた同時期の日本や海外における様々
な写真表現、写真メディアをめぐる批評言説等との関連を分析
し、同作品の歴史的位置づけを明らかにする。

大辻清司の写真と文による作品「大辻清司実験室」
（『アサヒカメラ』1975年連載）の
生成過程に関する研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

1970年代の美術と写真・映像に関する研究
地域映像資料のアーカイブ構築に関する研究

その他の研究テーマ

アーカイブ構築
●写真家が残した原資料を検証・目録化し、公的なアーカイブを構築する作業に
基礎づけられた研究をすすめます。

Point

●メディアリテラシー教育におい
て、本研究の成果活用が期
待されます。

写真表現が生成する内的過程
を検証できる、アーカイブ資料の
研究・公開をすすめています。

大辻アーカイブに潜在する価値
を、各美術館の担当者と協力し、
さまざまな企画展で活用していま
す。

●国内外の美術館より、大辻
清司アーカイブへの調査依
頼、画像提供依頼が続いて
います。

芸術学部
写真・映像メディア学科

教授

大日方 欣一

メディア・リテラシー、写真表現、アーカイブ Keyword

気候が変動する原因には、自然の要素と人為的な原因が
あります。温暖化についてはさまざまな研究がされていますが、
最終的に温暖化の問題を最も影響を受ける場所は最も厳し
い状況におかれている場所であり、最も厳しい状況にある人々
が最も影響を受ける人々です。それらの状況と対峙しながら、
作品制作を行うことで、さまざまな「空間」を通して、人間の営

みの空虚さを表現していきます。一般的な風景写真において、
カメラが向けられる場所は美的崇拝や憧れの対象であり、視
覚的な内容を普遍的な美へと昇華させることが重要とされて
いました。しかし本制作は、距離感をもって対象を突きはなす
ことで、日常的には見えてこない時代や場所の様相を、写真と
いう媒体により提示していきたいと考えています。  

写真作品：
「変容していく風景」シリーズの
作品制作

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

写真表現
（構想力）

●大判カメラによる高精細な表現による独特な色彩表現とあいまり、それら作品が風景
写真の新たなうねりを生み、「空間」の新しい感覚といったものが写真を通じて伝えられ
ることを目指します。 

Point

●「写真はいろいろと奥深い」
「もっと写真を楽しめるようにで
きないか」などの情報を発信
する

メディアをはじめ様々な媒体への
作品提供する。そして少しでも多
くの人たちと感動を共有したい。

違うアイデア、違う見方があるこ
とに気づくことは、今後企業が
生き残っていく上で非常に意義
深い。

●多様性のあるアートや文化に
触れる環境を写真をキーワー
ドとして提供する

芸術学部
写真・映像メディア学科

教授

百瀬 俊哉

写真、映像、芸術、表現、人間、社会、都市、自然、環境
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